
県政レポートvol.34

ひとしのひとりごとひとしのひとりごと

県政　　　　ニュース

〇…奈良県の「県域水道一体化」は、多くの市町村
にまたがる壮大な計画であり、このような一体化に
は多大なメリットが予想されています。
〇…山下知事自らもこの構想の有用性は評価してい
ますが、約30年後の赤字リスクがあると疑問を呈し
たことで、一部の市町村から反発が出てしまいまし
た。これは決して個別の意見や局面にとらわれるべ
きではなく、より広い視野で物事を考える必要性を
教えてくれた瞬間でもありました。
〇…この反発が生んだ教訓は重要で、新しい試算や
プランが出されるごとに、その都度しっかりと評価
を行い、多角的な視点で問題を考察することの重要
性が確認されています。ただし、これによって市町
村間、さらには県と市町村の関係における新たな課

題も明らかになりました。それは、各市町村の多様
な意見や立場をどのように調整・統合するかという
課題です。
〇…そして何よりも、この一件は各地の事情や課題
に目を向ける契機となりました。水道管の老朽化、
人口減少による経営厳格化など、先行きの不透明な
要素が多い中で、奈良県と市町村が協力し合って取
り組むべき点は多々あります。
〇…このような多様な視点と課題意識を持つこと
で、県域水道一体化はより実用的な、そして持続可
能な形で進展していく可能性が高まると思います。
今後の動きに注目が集まる中、この一体化が如何に
地域社会や環境に貢献していくかが、今後の焦点と
なると言えるでしょう。
〇…いずれにしても山下知事が2025年4月に水道事
業を統合する当初の計画を継続する考えを示したこ
とだけは歓迎しておきます。
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